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２０２６年度 全国学力・学習状況調査の結果・分析と今後の取組について 
 
４月２３日に６年生で実施された「全国学力・学習状況調査」の結果が文部科学省から公表されまし

た。今回は、国語・算数の調査が行われました。本校においては、両教科で全国の平均正答率を上回る結

果となりました。 

 
 国語 算数 

 平均正答数 平均正答率 平均正答数 平均正答率 

本校 9.０問／１３問 69％ 1０.３問／１６問 ６４％ 

三重県 ７.９問／１３問 6１％ ８.８問／１６問 ５５％ 

全国 ７.９問／１３問 6０.９％ 9.０問／１６問 5６．４％ 

 

教科に関する調査の結果・分析 
 

国 
 
 
語 

 

強 

み 

 

情報を読み取る力（書かれていることを読む力、選択肢から選ぶ力）は、よく理

解できている。また、基礎的読解力（基礎的な文章内容の理解力）もおおむね身に

ついている。 

 

弱 

み 

 

「書く力」が弱く、特に根拠を示す問いであったり、条件に合わせて記述したりする問

題や自分の言葉でまとめる問題に課題がある。また、複数の資料を関連付けて考える

問題についても課題が見られる。 

 

 
算 
 
 
数 

 

強 

み 

 

基礎的な学力（基本的な計算、基本的な概念、資料の読み取り）などは、おおむね定着

している。計算技能は身についている。 

 

弱 

み 

 

自分の考えや解決の過程を説明する問題では正答率が低くなる傾向があった。根拠

をもとに自分の考えを説明する問題には課題が見られた。また、「図形」「変化と関係」

「データの活用」の領域についてもさらなる理解の深化が必要と思われる。 

 
今後の取組 
 今回の結果は、日頃から子どもたちと教職員が、毎日の授業に真剣に取り組み、だれ一人取り残さないとい
う思いで、学力向上に取り組んできた成果と考えます。今後も、良い面は伸ばしながら、今回見えてき課題につ

いて、以下のような取り組みを進めてまいります。 

各教科等の学習場面で、これらの課題を意識し、文章や語句、図表など様々な情報を結び付けて考え、まと

めて書く、また、相手の立場から、どこを詳しくすれば目的や意図に応じた文章になるかなど、他者にわかりや

すく説明し、伝えることを意識した学習活動をこれまで以上に取り入れていきます。 



 

質問紙に関する調査の結果・分析から 
※「そう思う」と回答している児童の割合（全国比） 

基本的生活習慣 

「朝食を毎日食べていますか」 －３．９P 

「毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか」 －７．２P 

「毎日、同じくらいの時刻に起きていますか」 ＋６．６P 

 

自己有用感・学習習慣 等 

「自分にはよいところがあると思いますか」 ＋１４．７P 

「先生は、あなたのよいところをほめてくれていると思いますか」 ＋１３．３P 

「人の役に立つ人間になりたい。」 ＋８．４P 

「学校へ行くのが楽しいですか」 －２．２P 

「わからないことやくわしく知りたいことがあったときに自分で学び方を考え、工夫することはできています

か」 ＋２５．５P 

 

まとめ 
 本年度の結果を見ると、基本的生活習慣、朝食・寝る時刻の部分でややポイントが低くなっており改善が求め
られます。基本的生活習慣が守られていること、家庭生活での安心感は、子どもたちの心の安定、学力向上の

土台になるものと考えています。 

学習習慣の面では、「わからないことやくわしく知りたいことがあったときに自分で学び方を考え、工夫する

ことはできていますか」 のポイントが、全国に比べて２５．５ポイントも高くなっています。子どもたちが、もっと

知りたい、もっと調べたいと思うような授業づくりを今まで以上に進め、自ら計画して学びを進めるような経

験を増やしていきたいと思います。 

また、自己有用感の面では、「学校へ行くのが楽しいですか」のポイントが全国に比べてやや低くなっていま

す。幸い、「先生は、あなたのよいところをほめてくれていると思いますか」 「自分に良いところがあると思う

か」「人の役に立つ人間になりたい」のポイントが高くなっており、これまで以上に、子どもたちが活躍できる場

を増やし、子どもたちの良いところをしっかり褒めて、声掛けかけをしていきたいと思います。そして、子どもた

ちが、「第一小学校楽しい」「また、明日も学校へ行きたい」と思えるように、全教職員で魅力ある学校づくりに

取り組んでまいります。 

今後とも、保護者の皆様のご理解・ご協力をいただきますよう、よろしく願いいたします。 

 
課題のあった問題例（算数） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 教科に  る調査結果（ 学校算数）
   の表から、  に  数を読み取ることができるか  かをみる  の  

   の表から、  に  とりに   る 数と、  はかるたに  し、  は  とりに   る 数を書く４ ３ 

６年生のさくらさんたちは、１年生と 良くなるために   を計画してい

ます。   では６年生と１年生がいっし に ー  び、おにごっこ、  

びをします。

（３）さくらさんたちは、  と後 のあやとりやかるたに  する１年生の

人数を下の表にまとめました。

 

  

 

 

 

 

 を   と解答しているが、 が 答または 解答になる  が い。また、 を  と解答しているが、 を４ または  
と解答している  の  も い。このことから、表の つの    に  して数 を読み取ることはできても、「  」と
「  」、「  とり」と「かるた」とい  つの  を    ながら、  に  数 を読み取ることに  が ると  
られる。

   （本校）の
  の解答状況

さくらさんたちは、あやとりに  する１年生に もをわたします。

わたす もの本数を知るために、表からあやとりに  する人数を調べると 

のことが分かります。

上の 、 に入る数を、それ れ書きまし う

      

   を つの  から   理 る  について理解し、 的に  て、   の表を  したり、表から  な数 を読み
取 たりできるよ に ることが  で る。  に  ては、  にかるたに   る 数を   の表から読み取る  が 
 られる。 の 、読み取りたい  について つの  を  よく  たり、読み取 た数 が のよ な  なのかを  た
りできるよ に ることが  で る。また、  は の行  の数 を わ た数で ることを理解できるよ に ること 、
   の表を   ることを して、   を つの  から   理 る  について理解できるよ に ることも  で る。

正答
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